
日本各地で災害が頻発するなか、災害対応の最前線になる行政機
関の現場では、様々な形でデジタル化が進められています。
国と自治体、自治体間（都道府県と市町村）で、災害情報を共

有する方策としての、防災情報のデジタル化（防災DX）の現状、課
題、これからの進め方について考えていきます。

臼田 裕一郎
国立研究開発法人防災科学技術研究所 総合防災情報センター長
AI防災協議会 理事長、 防災DX官民共創協議会 理事長  
【テーマ】 我が国における防災DXの動向

ぼうさいこくたいのホームページでZOOM接続先を公開しています。

＜登壇者（講演とパネルディスカッション）＞

<問合先> 人と防災未来センター事業部普及課 電話 078-262-5095 メール mirai-fukyuuka@dri.ne.jp

防災情報のデジタル化

（防災DX）はどう進んでいくのか

ぼうさいこくたい2023 セッション

全国（都道府県）の防災情報システムの
現況調査の結果を報告します!!

・防災DXに関心のある方 ・自治体関係者
・企業関係者 ・研究者など
どなたでもご参加いただけます。

【主催】 阪神・淡路大震災記念
  人と防災未来センター

【協力】 (国研)防災科学技術研究所
AI防災協議会
防災DX官民共創協議会

日時：2023年９月17日（日）16時30分～18時00分

 会場：横浜国立大学 都市科学部講義棟 103講義室
  オンライン中継（ZOOMウェビナー）もあり

当日、直接、会場にお越しください。

岡本 正
銀座パートナーズ法律事務所 弁護士
博士（法学）、 気象予報士、 人と防災未来センター 特別研究調査員
【テーマ】 災害復興法学が提示する防災DXへの期待と課題

有吉 恭子
吹田市役所 総務部危機管理室長
関西大学社会安全研究センター 研究員、人と防災未来センター リサーチフェロー
【テーマ】 都市型災害対応 基礎自治体のリアル

伊藤 潤
愛知大学 国際コミュニケーション学部 国際教養学科 准教授
人と防災未来センター リサーチフェロー
【テーマ】 47都道府県における危機管理・災害情報システムの現況

人と防災未来センターは、阪神・淡路大震災の経験や教訓を踏まえ、防災・減災・縮災の
大切さを発信する施設として、2002年に国と兵庫県の協働により設置されました。
災害対策のデジタル化に関する研究活動にも積極的に取り組み、デジタル庁の呼びかけに
よって設立された防災DX官民共創協議会の自治体部会のとりまとめ役も担っています。災
害現場の最前線である市町村が使いやすいデジタル化（防災DX）を支援しています。

【現地参加申込】

当日申込OK
（先着順）

https://bosai-kokutai.jp/2023/s-19/ 

人と防災未来センターのホームページから閲覧できます。
https://www.dri.ne.jp/
https://www.dri.ne.jp/information/49797/

【発表資料】

【オンライン参加】
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